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「
共
創
」と

「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」で

幸
せ
の
実
現
を
目
指
す

丸
井
グ
ル
ー
プ

ま
ず
は
、
丸
井
グ
ル
ー
プ
の
沿
革
や
事
業
概
要

に
つい
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

丸
井
グ
ル
ー
プ
は
、1
9
3
1
年
に
家
具
屋
と

し
て
創
業
し
ま
し
た
。
当
時
、
家
具
は
と
て
も
高

額
な
も
の
だ
っ
た
の
で
、
庶
民
に
も
手
が
届
く
よ

う
に
「
家
具
の
月
賦
販
売
」
と
い
う
新
た
な
事
業

形
態
を
導
入
し
、
そ
れ
が
好
評
を
博
し
て
成
功
を

収
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
時
代
と
と
も
に
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
は
変
遷
し
て
き
ま
し
た
が
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
を
通
じ
て
お
客
様
と
の
間
で
長
期
的
な
関
係
を

築
き
上
げ
、
そ
の
過
程
で
お
客
様
の
信
用
を
「
共

に
創
造
す
る
」
と
い
う
独
自
の
経
営
哲
学
は
、
今

ITの力で小売りと
金融のシナジー効果を最大化し、
「共創サステナビリティ経営」の
実現を目指します。
1980～90年代に「若者向けファッション」と「赤いカード」で一世を風靡した

丸井グループ。2010年代には一時期赤字経営に陥るも、グループの新社長の下

で様々な経営改革が行われ、その後急速なV字回復を遂げている。その過程

において、新たな施策が数多く取り入れられ、またITに関する取り組みも大幅

に強化され、その成果は様々なシーンで結実している。そんな丸井グループのグ

ループ会社として、グループ全体のIT戦略を一手に担うエムアンドシーシステム

では、今どのようなビジョンの下でどんなIT戦略を進めているのか。キーマンに

話を聞いた。
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小西 光人 氏（写真左）
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システムセンター事業本部　本部長

横山 拓人 氏（写真右）

Takuto Yokoyama

デジタルトランスフォーメーション推進本部　
R&Dセンター　センター長

（取材日：2020年1月）



お取引先さま

社員

「しあわせ」のプラットフォーム
新たな価値をつくっていく時、「場」という概念が大切になります。丸井グループという企業は、 

6つのステークホルダーの重なり合う利益（しあわせ）の調和と拡大を実現する「場」であり、 

そこに集う人の成長を支援する「場」です。私たちはこの「場」を運営することで、すべての 

ステークホルダーにとっての「しあわせ」を実現するプラットフォーマーになりたいと考えています。

重なり合う
利益（しあわせ）
の調和と拡大

お客さま

将来世代

株主・投資家

地域・社会

「しあわせ」のプラットフォーム
「しあわせ」の 

プラットフォームを 
実現する3要素

1. MISSION

存在意義
丸井グループでは、企業としての存在意義を理念体系の中

で明確化しています。どんなに優れたビジネスモデルや組織

風土があっても、めざす姿が不明瞭だと日々の事業活動の

指針がなくなり、進むべき道に迷いが生じてしまうからです。

⇨P26 丸井グループの共創理念体系

2. BUSINESS

ビジネスモデル
存在意義を形にするのが、ビジネスモデルです。コアバリュー

「信用の共創」を核に、創業から積み上げてきた強みを活用

し、すべてのステークホルダーにとっての「しあわせ」を実現す

る「場」として、さらに革新・進化させていきます。

⇨P32 「 信用の共創」を積み重ねる丸井グループのビジネスモデル

3. CULTURE

組織風土
明確な存在意義と、優れたビジネスモデルを実際に動かすの

が、社員です。丸井グループには、自ら手を挙げる組織風土

のもと、社員の成長・知識創造の「場」があり、そこから生ま

れる共感や対話が、企業の成長を可能にします。

⇨P60 共感や対話を通じて、「個の力」を「組織の力」へ

MARUI GROUP ’s 

Corporate Value

丸井グループの「企業価値」
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日
に
至
る
ま
で
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
信
用
の
共
創
」
と
い
う
考
え
方
を
ベ
ー
ス

に
、1
9
6
0
年
に
は
日
本
初
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
を
発
行
す
る
な
ど
、
小
売
り
と
金
融
を
融
合

さ
せ
た
独
自
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
お
客
様
の
ニ

ー
ズ
に
応
え
て
き
ま
し
た
。

エ
ム
ア
ン
ド
シ
ー
シ
ス
テ
ム
は
、
丸
井
グ
ル
ー
プ

全
体
の
中
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

当
社
は
丸
井
グ
ル
ー
プ
全
体
の
中
で
、
情
報
シ

ス
テ
ム
関
連
の
施
策
を
一
手
に
担
う
会
社
で
す
。

親
会
社
の
丸
井
グ
ル
ー
プ
は
じ
め
、
グ
ル
ー
プ

各
社
に
は
情
報
シ
ス
テ
ム
部
門
は
あ
り
ま
せ
ん
か

ら
、
当
社
が
グ
ル
ー
プ
全
体
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の

企
画
か
ら
開
発
、
運
用
ま
で
す
べ
て
を
網
羅
し
て

い
ま
す
。
丸
井
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
I
T
は
事
業

の
根
幹
を
成
す
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
て
、

小
売
り
と
金
融
の
二
つ
の
事
業
の
シ
ナ
ジ
ー
効
果

を
最
大
化
す
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。

こ
の
「
シ
ナ
ジ
ー
の
最
大
化
」
と
い
う
ミ
ッ
シ

ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
シ
ス
テ
ム
開
発
は

S
I
パ
ー
ト
ナ
ー
に
丸
投
げ
す
る
の
で
は
な
く
、

自
社
で
内
製
す
る
べ
き
だ
と
私
た
ち
は
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
約
1
4
0
人
の
開
発
担
当

社
員
と
約
1
0
0
人
の
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
な
る
開

発
体
制
を
社
内
に
整
え
、
日
々
シ
ス
テ
ム
の
企
画

や
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

丸
井
グ
ル
ー
プ
で
は
現
在
、「
共
創
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
経
営
」
と
い
う
経
営
方
針
を
打
ち
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
な
の
で
し
ょ
う
か
。

一
言
で
言
う
と
、「
社
会
課
題
の
解
決
」と「
企

業
価
値
の
向
上
」
を
同
時
に
実
現
し
つ
つ
、
ビ
ジ

ネ
ス
を
通
じ
て
「
持
続
的
な
社
会
」
や
「
地
球
環

境
の
維
持
」
な
ど
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
社
会
を
実

現
す
る
た
め
の
未
来
志
向
の
経
営
の
こ
と
を
指
し

ま
す
。
こ
の
経
営
方
針
に
基
づ
き
、「
す
べ
て
の

人
が
『
し
あ
わ
せ
』
を
感
じ
ら
れ
る
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
で
豊
か
な
社
会
を
共
に
創
る
」
と
い
う
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
定
義
し
、
さ
ら
に
そ
の
実
現
の
た
め
に

「
ビ
ジ
ネ
ス
を
通
じ
て
あ
ら
ゆ
る
二
項
対
立
を
乗

り
越
え
る
世
界
を
創
る
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲

げ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
こ
う
し
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
ビ
ジ
ョ

ン
を
実
現
す
る
た
め
に
、「
し
あ
わ
せ
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
」
と
い
う
考
え
を
取
り
入
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
丸
井
グ
ル
ー
プ
で
は
、「
お
客
様
」

「
株
主
・
投
資
家
」「
お
取
引
先
様
」「
社
員
」

「
地
域
・
社
会
」
と
い
う
五
つ
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
の
幸
せ
の
実
現
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。
こ

「しあわせ」のプラットフォーム



Ashisuto customers' opinions

株式会社エムアンドシーシステム

0809

No.79

Vol.27

ン
タ
ー
）型
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
へ
と
変
貌
を
遂

げ
て
い
ま
す
。
ま
た
出
店
す
る
店
舗
の
役
割
も
、

従
来
の
よ
う
に
商
品
を
売
る
だ
け
で
は
な
く
、
む

し
ろ
「
価
値
の
あ
る
体
験
」
を
提
供
す
る
こ
と
に

主
眼
を
置
い
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
店
舗
の
こ
と

を
、
私
た
ち
は
「
デ
ジ
タ
ル
・
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ス

ト
ア
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
・
ネ
イ
テ
ィ
ブ
世
代
に
向
け
た
店
舗
と

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
通
り
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
・
ネ
イ
テ
ィ
ブ
世

代
の
方
々
の
消
費
は
、
今
や
デ
ジ
タ
ル
の
チ
ャ
ネ

ル
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
大
半
で
、
リ
ア
ル
店
舗
は

む
し
ろ
サ
ブ
的
な
位
置
付
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
リ
ア
ル
店
舗
の
役
割
も
、
今
や
商
品
の

販
売
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
リ
ア
ル
な
ら
で
は
の

体
験
」
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
ブ
ラ

デ
ジ
タ
ル
・
ネ
イ
テ
ィ
ブ

世
代
に
向
け
た

新
た
な
店
舗
作
り
を
進
め
る

こ
う
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
や
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
実
現
に
向

け
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
事
業
目
標
を
掲

げ
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。

小
売
事
業
に
関
し
て
は
、
現
在
事
業
構
造
を
大

き
く
変
革
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
丸
井
と
聞
く

と
、
多
く
の
方
は
「
赤
い
カ
ー
ド
で
D
C
ブ
ラ

ン
ド
の
服
を
買
う
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
い
ま
だ

に
持
た
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
現
在
の

丸
井
は
「
売
ら
な
い
店
」
を
標
榜
し
て
、
旧
来
の

百
貨
店
型
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
か
ら
脱
し
て
、
店

舗
の
ス
ペ
ー
ス
を
テ
ナ
ン
ト
に
貸
し
出
し
て
家
賃

収
入
で
利
益
を
上
げ
る
S
C（
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

れ
に
加
え
て
、
現
在
で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
社
会

を
実
現
す
る
た
め
に
「
将
来
世
代
」
と
い
う
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
新
た
に
加
え
、
六
つ
の
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
の
利
益
や
幸
せ
が
重
な
り
合
う
部
分

の
調
和
と
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
重
視
し
た
経
営
方
針
は
社

外
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、2
0
1
9
年

4
月
に
経
済
産
業
省
と
東
京
証
券
取
引
所
が
共
催

す
る
「
攻
め
の
I
T
経
営
銘
柄
2
0
1
9
」
に

選
出
さ
れ
た
際
も
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
取

り
組
み
を
高
く
評
価
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ン
ド
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
お
客
様
と

の
関
係
を
深
め
る
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
飲
食
店
や

サ
ー
ビ
ス
業
、
デ
ジ
タ
ル
・
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ブ
ラ

ン
ド
の
D
2
C（
ダ
イ
レ
ク
ト
・
ト
ゥ
・
コ
ン
シ

ュ
ー
マ
ー
）、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
や
サ
ブ
ス
ク
リ
プ

シ
ョ
ン
の
テ
ナ
ン
ト
に
出
店
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
デ
ジ
タ
ル
・
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ス
ト
ア
を
拡
充

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。2
0
1
9
年

3
月
時
点
で
は
、
店
舗
全
体
の
う
ち
従
来
型
の
物

販
70
％
に
対
し
、
残
り
30
％
を
そ
れ
以
外
が
占
め

て
い
ま
す
。2
0
2
4
年
3
月
ま
で
に
は
両
者
の

比
率
を
逆
転
さ
せ
る
と
と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル
・
ネ

イ
テ
ィ
ブ
・
ス
ト
ア
の
構
成
比
を
現
在
の
8
％
か

ら
25
％
に
押
し
上
げ
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て
い

ま
す
。

D2Cなど FABRIC TOKYO、ワコムブランドストア、
駿河屋、SHIBUYA BASE  etc.

体験・コンテンツ Apple Store、lululemon、
ゴジラ・ストアTokyo、ポケモンセンター etc.

シェアリング

飲食・サービス・イベント

従来型物販

 モノ売る小売から、デジタル・ネイティブ・ストアへ 
私たちが暮らすリアルの世界は、スマホなどを通して、すべての情報・行動がデジタルでつながっています。生まれたころ
からIT技術・製品の普及した環境で育った「デジタル・ネイティブ」と呼ばれる現代の若者は、インターネットやSNSを
当たり前のように利用しています。こうしたライフスタイルの変化を見据え、丸井グループが次にめざすのが「デジタル・
ネイティブ・ストア」です。

デジタル・ネイティブ・ストアとは?

これまでの店舗はリアルが主体で、デジタルは補完的な役

割でした。しかし現在のアフターデジタルの世界では、す

でにリアルの店舗はデジタル世界にすっぽりと包み込まれ

ており、お客さまとの接点はリアルとデジタルの主従が逆転

しています。そのため店舗の役割も、単にモノを売るだけで

はデジタルの利便性に負け、リアルである必要性はありま

せん。そこで重要になるのが、リアルでしか実現できないお

客さまの体験価値やコミュニティの創出です。

　そのため丸井グループは、これまでに拡大してきた飲食・

サービスなどに加え、ECを主体として世界中で台頭してき

ているデジタル・ネイティブ・ブランドのD2C（ダイレクト・

トゥ・コンシューマー）、シェアリングやサブスクリプション

のテナントさまに出店いただくことで、リアル店舗を、お客

さまにとってリアルでしか体験できない出会いの「場」に変

えていきます。

01

2019年3月期

売場面積構成比

2024年3月期 
（目標）

好立地リアル店舗

マルイ・モディ店舗を、人口流入の多

い全国の政令指定都市を中心に25

店舗展開し、年間のべ2.1億人のお客

さまにご来店いただいています。お客さ

まと直接接点を持つことで、ニーズの

変化を察知することや、集いの「場」を

提供することが可能です。

エポスカード施設提携

マルイ・モディ店舗のない地域でも、

カード会員さまや、まだ会員ではない

方 が々気軽に立ち寄れるよう、丸井グ

ループ社員が常駐するエポスカード

センターを全国の提携施設に設置。

外部の提携施設数は25カ所まで拡

大しています。

自社・提携他社ECサイト

自社ECサイト「マルイウェブチャネル」

は、まさにネットとリアルの融合です。

ネットで購入した商品を、リアル店舗で

受取または返品が可能です。またKDDI

（株）の通販サイト「au Wowma!」、楽

天市場やアマゾンにも出店し、お客さ

まとの接点を拡大しています。 

お客さまとの「多様な接点」
　　　　　

丸井グループが考える「小売」とは、店舗で商品を売ったら縁が切れてしまう関係ではなく、お客さまへの体験価値の提
供はもちろん、不安や課題を解決するサービスを展開することで多様な接点を持ち、寄り添っていくことです。そのため、
私たちの想いに共感してくださる企業、商業施設、提携施設、デジタル・ネイティブ・ブランドの皆さまと手を取り合い、
お客さまとの接点をリアル店舗主体の世界を超えた、アフターデジタルの世界にふさわしい形に再構築し、共創の輪を
拡大していきます。

デジタル・ネイティブ・ストアの構成を25%まで高め、店舗全体をデジタル化

店舗の進化とともに、重視する指標も変化

̶ 百貨店型 ̶ 
商品を仕入れて販売する

売上高 
荒利益

̶ ショッピングセンター型 ̶ 
売場スペースを貸す

取扱高 
家賃収入

̶ デジタル・ネイティブ・ストア ̶ 
体験価値やコミュニティの創出

来店されるお客さま数
LTV（生涯利益）

ビフォアデジタル アフターデジタル

現在

70%

8%

30%

40%

25%

60%

デ
ジ
タ
ル
・
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ス
ト
ア

リ
ア
ル
店
舗
全
体
を
デ
ジ
タ
ル
化

「小売・金融・IT」三位一体のビジネスモデル

新宿マルイ 本館 有楽町マルイ

渋谷モディ 博多マルイ エポスカードセンター

36 37

デジタル・ネイティブ・ストアの構成を25%まで高め、店舗全体をデジタル化
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開発プロセスにおける役割分担

 完全型でなく「ハイブリッド型」による  

 システムの内製化を採用 
丸井グループでは、小売・金融のシナジー最大化に向けてシステムの管理・開発を内製化し、これまで
も業界初のコンピュータ導入や店舗オンラインシステムの導入など、ITを活用した革新的な取り組みを
進めてきました。現在は、1984年に設立した（株）エムアンドシーシステムが、お取引先さまとのハイブ
リッド型運営により、グループ会社のシステム・ソフトウェア開発や情報管理などを担当しています。

年間230件のシステム開発をお取引先さまと共創

純粋持株会社制によるグループ一体経営のため、（株）エ

ムアンドシーシステムは「グループの別会社」というよりも、

丸井グループの「IT部門」という位置づけです。システムを

完全に内製化するのではなく、約140人の丸井グループの

開発担当社員と、社内に常駐してくださる約100人のお取

引先さまとの共創による、独自の「ハイブリッド型」内製化

を採用しています。社内の運用・仕組みに詳しい丸井グルー「信用の共創」により 
他社にはないビッグデータが蓄積

丸井グループでは、「信用の共創」という考え方のもと、ク

レジットカードを通して若年層を含めた多くのお客さまに

金融サービスを提供してきました。そのため、他社にはな

い幅広いお客さまの購買行動やカードに関するビッグデー

タが蓄積されています。ITを介してこのビッグデータを利活

用することで、独自の与信ノウハウの精度を高め続けてい

ます。

プ社員と、長い年月をともに歩んできた強いパートナーシッ

プでつながるお取引先さまとで、大中小合わせて年間230

件のシステム開発を事業の推進方針に合わせて、ショート

タームで並行して行っています。お取引先さまからは、一般

的な完全外注型と比べ約1.5倍の開発スピードだといわれ

ています。この「ハイブリッド型」内製化が、スピード・費用・

スキル・柔軟性のすべてにおいて、丸井グループの三位一

体のビジネスモデルにとって最適だと判断しています。ビッグデータとITが支える 
カードの店頭即時発行

丸井グループでは、店舗をご利用いただいたお客さまに 

エポスカードのご入会をおすすめしています。できるだけお

待たせせず、幅広いお客さまにサービスを提供できるよう

に、これまで蓄積してきたビッグデータとITを活用し、最短

20分でICチップ付きVISAカードの店頭即時発行を実現

しています。お申し込みいただいたその日から使えるため、

利用率向上にもつながっています。

デジタルの力で、インクルーシブで豊かな社会の実現をめざす
IoTが普及し、スマホが生活の中心になるなど、私たちを取り巻く環境は大きく変化しています。その中で、

丸井グループがお客さまに新たな価値を提供し、持続的に成長し続けていくためには、デジタル化、技術

革新による事業構造転換のスピードアップが必要不可欠です。

　丸井グループには「小売・金融・IT」の一体化で培ってきた、情報システムや物流プラットフォーム、お客

さまニーズを理解している人材などの強みがあります。デジタル化を推進するにあたり、これらの経営資源

を最大限に活用すれば、既存事業のデジタル化の推進に加え、社会課題を解決する新たなビジネスを創

出していくことも可能であると考えています。

　デジタルの力ですべての人が「しあわせ」を感じられるインクルーシブで豊かな社会を実現するために、

デジタル化の取り組みをスピード感を持って、グループ一体で推進していきたいと思います。

海老原 健 
執行役員 CDO 
（株）エムアンドシーシステム 取締役 
デジタルトランスフォーメーション 
推進本部長 
（株）エポスカード 取締役

担当役員のコメント  

「ハイブリッド型」内製化の特徴

完全外注型 完全内製型 丸井グループ

概要 すべて外部のお取引先さまへ委託 すべて自社社員が対応 システム設計・プログラム作成を 
外部委託

特徴

スピード 業務理解に時間を要する 早期着手・早期対応が可能 早期着手・早期対応が可能

費用 システム開発すべての工程で 
外注費用発生 開発人員の人件費が固定費化

設計・プログラム作成のみ 
外注費用発生

全体管理・概要設計を内製化し 
外注費用を抑制

スキル 社内には蓄積されない 専門的なスキルも社内に蓄積 基本的なスキルは社内に蓄積

柔軟性 お取引先さまの空き状況に依存 繁閑の差により、 
適正人員の維持が難しい

長いお付き合いにより 
優先的に人材確保が可能

運用・仕組みに詳しい社員が 
概要設計

丸井グループの 
システムに詳しいお取引先さまが対応

依頼した内容通りになっているか 
社員が検証

社員 お取引先さま 社員

“シナジーとは、部分的な振る舞いからは予想もできない、全体の振る舞いである”
『宇宙船地球号 操縦マニュアル』著者 バックミンスター・フラー

「シナジー」を生む I Tの力
　　　　　

丸井グループにとっての「IT」とは、当社の強みである小売と金融のシナジーを最大化するものです。そして当社にとって、
このITがなければ、すべての事業が立ち行きません。まさに丸井グループの根幹をなす重要なものです。外部からは小
売・金融と切り分けて評価をいただきますが、丸井グループはITを介して小売・金融の強みを融合し、重なる部分を最
大化することで、ほかにはないシナジーを発揮できると考えています。

要件定義 ・概要設計 システム設計・開発 テスト検証

「小売・金融・IT」三位一体のビジネスモデル

44 45
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そ
う
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
の
変
革
を
推
し
進
め
る
た

め
に
、「
職
変
」
と
呼
ば
れ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
制
度

を
導
入
し
て
い
る
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。

は
い
。
丸
井
グ
ル
ー
プ
で
は
「
職
種
変
更（
職

変
）」
と
い
う
独
自
の
人
事
制
度
を
導
入
し
て
い

て
、
グ
ル
ー
プ
内
の
社
員
を
一
定
期
間
ご
と
に
全

く
異
な
る
部
署
や
グ
ル
ー
プ
会
社
に
異
動
さ
せ
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
目
的
は
、
異
な
る
現

場
や
部
署
の
血
を
常
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
古
い
常
識
を
打
ち
壊
し
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
起
こ
り
や
す
い
企
業
風
土
を
醸
成
す
る
こ
と

に
あ
り
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
2
0
1
3
年
か

ら
始
め
て
、
現
時
点
で
は
既
に
職
変
の
実
施
率

（
グ
ル
ー
プ
間
異
動
率
）が
全
グ
ル
ー
プ
社
員
の

50
％
を
超
え
て
い
ま
す
。
実
は
エ
ム
ア
ン
ド
シ
ー

シ
ス
テ
ム
の
社
員
も
、
元
々
は
売
り
場
の
人
間
が

異
動
し
て
き
た
ケ
ー
ス
が
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。

流
の
企
画
や
外
部
設
計
な
ど
を
行
い
、
パ
ー
ト
ナ

ー
に
そ
の
先
の
開
発
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
テ
ス

ト
検
証
は
共
に
行
い
ま
す
。
こ
う
し
て（
お
客
様

ニ
ー
ズ
と
向
き
合
っ
て
き
た
）社
員
と
パ
ー
ト
ナ

ー
が
タ
ッ
グ
を
組
み
、
独
自
の
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

型
」
の
内
製
開
発
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
般

的
な
完
全
外
注
型
の
開
発
に
比
べ
て
約
1
・
5
倍

の
開
発
ス
ピ
ー
ド
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

丸
井
グ
ル
ー
プ
の

デ
ジ
タ
ル
化
施
策
全
般
を
担
う

「
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョン
推
進
本
部
」

貴
社
が
開
発
・
運
用
さ
れ
て
い
る
シ
ス
テ
ム
に

は
、
大
き
く
分
け
て
ど
の
よ
う
な
種
類
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

大
変
ユニ
ー
ク
な
取
り
組
み
で
す
ね
。
た
だ
、
シ

ス
テ
ム
開
発
の
経
験
が
浅
い
方
ば
か
り
だ
と
、
実

際
の
開
発
業
務
で
は
苦
労
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
、
全
く
畑
違
い
の
部
門
か
ら
異
動
し

て
き
た
社
員
に
は
、
ま
ず
は
き
ち
ん
と
技
術
研
修

を
受
け
さ
せ
て
基
本
的
な
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
た

上
で
現
場
に
入
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
加
え
て
、
パ

ー
ト
ナ
ー
企
業
の
約
1
0
0
人
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
が

当
社
に
常
駐
し
、
社
員
と
共
に
開
発
作
業
に
あ
た

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
方
々
は
I
T
に
関
す
る
高
い

専
門
性
を
持
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
長
年
当
社

の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
私
た

ち
社
員
と
も
ツ
ー
カ
ー
の
仲
で
す
か
ら
、
一
般
的

な
「
発
注
側
」「
受
注
側
」
と
い
う
関
係
性
で
は

な
く
、
両
者
が
完
全
に
一
体
と
な
っ
て
開
発
を
進

め
て
い
ま
す
。
役
割
分
担
と
し
て
は
、
社
員
が
上

先
ほ
ど
も
説
明
し
た
通
り
、
丸
井
グ
ル
ー
プ
は

小
売
り
と
金
融
と
い
う
二
大
事
業
を
軸
に
ビ
ジ
ネ

ス
を
営
ん
で
お
り
、
当
社
の
シ
ス
テ
ム
も
小
売
系

と
金
融
系
に
大
き
く
分
か
れ
て
い
ま
す
。
小
売
系

は
、
さ
ら
に
店
舗
系
の
シ
ス
テ
ム
と
W
e
b
系
シ

ス
テ
ム
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
丸
井
グ

ル
ー
プ
全
体
の
会
計
や
人
事
と
い
っ
た
バ
ッ
ク
ヤ

ー
ド
業
務
を
支
え
る
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
運

用
も
担
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
は
す

べ
て
、
当
社
が
運
営
す
る
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
で
運

用
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
で

は
グ
ル
ー
プ
外
の
お
客
様
の
シ
ス
テ
ム
の
運
用
も

請
け
負
っ
て
い
ま
す
。

当
社
の
シ
ス
テ
ム
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
は
、

小
売
り
と
金
融
の
シ
ス
テ
ム
が
極
め
て
密
接
に
連

携
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
丸
井
グ
ル

ー
プ
の
金
融
事
業
の
中
心
は
、「
エ
ポ
ス
カ
ー
ド
」

と
呼
ば
れ
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
事
業
な
の
で

「ハイブリッド型」内製化の特徴
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す
が
、
そ
の
源
流
は
「
赤
い
カ
ー
ド
」
に
あ
り

ま
す
。
元
々
の
マ
ル
イ
カ
ー
ド
は
、
丸
井
の
店
舗

で
し
か
使
え
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、
カ
ー
ド
と
小

売
り
の
シ
ス
テ
ム
も
一
体
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

現
在
で
は
両
者
の
シ
ス
テ
ム
は
分
か
れ
て
い
ま
す

が
、
元
々
は
一
体
で
あ
り
、
か
つ
共
通
の
イ
ン
フ

ラ
の
上
に
載
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
今
も
極
め
て

密
接
に
連
携
し
て
い
ま
す
。「
小
売
り
と
金
融
の

シ
ナ
ジ
ー
を
最
大
化
す
る
」
と
い
う
丸
井
グ
ル
ー

プ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
遂
行
す
る
上
で
も
、
と
て
も

有
利
な
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
D
X
）

の
取
り
組
み
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
と
お
聞
き
し
て

い
ま
す
。

2
0
1
7
年
に
新
た
に
C
D
O（
チ
ー
フ
・
デ

ジ
タ
ル
・
オ
フ
ィ
サ
ー
）の
職
務
を
設
け
る
と
と

も
に
、
丸
井
グ
ル
ー
プ
全
体
で
デ
ジ
タ
ル
施
策
を

推
進
し
、
技
術
革
新
の
成
果
を
用
い
て
事
業
構
造

の
転
換
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
進
め
る
こ
と
を
目
的

に
、
エ
ム
ア
ン
ド
シ
ー
シ
ス
テ
ム
内
に
「
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
推
進
本
部
」

を
設
け
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
技
術
的
な
ト
ピ
ッ
ク

は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
以
外
に
も
先
ほ
ど
紹
介
し
た

デ
ジ
タ
ル
・
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ス
ト
ア
な
ど
も
含
め

た
、
丸
井
グ
ル
ー
プ
全
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
施
策
全

般
の
企
画
・
遂
行
を
担
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
と

も
に
、
働
き
方
改
革
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

活
用
に
つ
い
て
も
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
推
進
本
部
で
様
々
な
施
策
の
検
討
・

実
施
を
進
め
て
い
ま
す
。

働
き
方
改
革
に
関
し
て
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

先
ほ
ど
挙
げ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
追

求
す
る
た
め
に
適
し
た
環
境
を
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
使
っ
て
い
か
に
実
現
で
き
る
か
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
例
え
ば
社
員
に
モ
バ
イ
ル
デ
バ
イ
ス
を
支

給
し
て
、
時
間
や
場
所
に
縛
ら
れ
な
い
働
き
方
を

提
供
し
た
り
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や
テ
レ
ワ
ー
ク

に
対
応
す
る
た
め
の
制
度
や
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
の
整

備
を
進
め
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
R
P
A
や
チ

ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
と
い
っ
た
、
現
場
の
生
産
性
を
向

上
さ
せ
る
た
め
の
様
々
な
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
導
入

も
積
極
的
に
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

デ
ー
タ
を
活
用
し
た

顧
客
体
験
の
向
上
に

積
極
的
に
取
り
組
む

小
売
事
業
と
金
融
事
業
の
シ
ナ
ジ
ー
効
果
を
最

大
化
す
る
た
め
に
I
T
活
用
を
進
め
て
お
ら
れ
る

と
の
こ
と
で
す
が
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
施

策
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

ベ
ー
ス
に
あ
る
の
は
、
丸
井
グ
ル
ー
プ
が
発
行

す
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
「
エ
ポ
ス
カ
ー
ド
」
で

す
。
お
客
様
に
エ
ポ
ス
カ
ー
ド
を
ご
利
用
い
た
だ

く
こ
と
で
、「
一
度
買
い
物
を
し
て
終
わ
り
」
で

は
な
く
、
カ
ー
ド
の
利
用
を
通
じ
て
お
客
様
と
長

期
に
渡
る
関
係
性
を
築
き
上
げ
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
、

お
客
様
の
購
買
履
歴
や
サ
ー
ビ
ス
利
用
履
歴
な
ど

を
デ
ー
タ
と
し
て
収
集
・
分
析
す
る
こ
と
で
、
さ

ら
に
価
値
の
高
い
体
験
や
サ
ー
ビ
ス
を
お
客
様
に

提
供
し
、
ラ
イ
フ
タ
イ
ム
バ
リ
ュ
ー
を
高
め
て
い

く
と
い
う
の
が
丸
井
グ
ル
ー
プ
全
体
の
戦
略
で
す

エ
ポ
ス
カ
ー
ド
を
中
心
と
し
た
金
融
事
業
に
お
い

て
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
は
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

最
近
、
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
と
で
「
そ
の

場
で
5
分
で
審
査
完
了
！
」
と
い
っ
た
こ
と
を
謳

っ
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
が
増
え
て
き

ま
し
た
が
、
実
は
丸
井
で
は
は
る
か
前
の
「
赤

い
カ
ー
ド
」
の
時
代
か
ら
、
店
頭
で
の
カ
ー
ド

即
時
発
行
を
実
現
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
実
現

し
て
き
た
裏
に
は
、
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
当
社
独

自
の
自
動
審
査
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
り
ま
す
。
元
々

当
社
は
、
ま
だ
信
用
力
が
乏
し
い
若
い
方
々
を
中

心
に
、
カ
ー
ド
の
限
度
額
を
徐
々
に
引
き
上
げ
な
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が
ら
お
客
様
と
共
に
信
用
力
を
創
り
上
げ
て
い
く

「
信
用
の
共
創
」
の
思
想
を
長
年
に
渡
り
受
け
継

い
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
や
り
方
は
、
一
見
す

る
と
貸
し
倒
れ
の
リ
ス
ク
が
高
い
よ
う
に
見
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
際
に
は
長
年
に
渡
り
磨

き
上
げ
て
き
た
審
査
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
る
た
め
、

貸
倒
率
も
決
し
て
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。

カ
ー
ド
入
会
希
望
者
の
審
査
の
部
分
で
は
、
か

な
り
以
前
か
ら
デ
ー
タ
活
用
を
進
め
て
こ
ら
れ
た
の

で
す
ね
。

は
い
。
審
査
の
精
度
向
上
に
は
継
続
的
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
気
軽
に
入
会

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
若
い

方
々
に
と
っ
て
は
「
初
め
て
の
カ
ー
ド
が
エ
ポ
ス

カ
ー
ド
」
と
い
う
ケ
ー
ス
も
多
く
、
早
期
に
ご
入

会
い
た
だ
き
メ
イ
ン
カ
ー
ド
と
し
て
ご
利
用
い
た

だ
く
こ
と
で
、
丸
井
グ
ル
ー
プ
の
収
益
向
上
に
貢

献
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
さ
ら
に
デ
ー
タ
活
用
の
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
か
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
具
体
的

な
取
り
組
み
に
つい
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

金
融
事
業
で
は
こ
の
他
に
も
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
の
不
正
利
用
検
知
な
ど
の
分
野
で
ビ
ッ
グ
デ

ー
タ
活
用
を
進
め
て
い
ま
す
。
小
売
事
業
で
も
お

客
様
の
購
買
履
歴
や
サ
イ
ト
の
動
線
情
報
を
分
析

し
て
、
お
勧
め
商
品
を
レ
コ
メ
ン
ド
表
示
す
る
よ

う
な
機
能
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
お
客
様

一
人
ひ
と
り
と
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
や
は

り
デ
ジ
タ
ル
技
術
と
デ
ー
タ
活
用
は
欠
か
せ
な
い

と
思
い
ま
す
。
今
後
、
こ
う
し
た
分
野
に
い
か
に

デ
ジ
タ
ル
を
活
用
で
き
る
か
、
引
き
続
き
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

た
だ
し
デ
ー
タ
活
用
と
い
っ
て
も
、
何
の
目
的

も
な
く
た
だ
や
み
く
も
に
デ
ー
タ
を
集
め
れ
ば
い

い
と
い
う
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
近
年
で
は
、

「
と
に
か
く
何
で
も
い
い
か
ら
デ
ー
タ
を
集
め
よ

う
」
と
い
う
風
潮
が
強
い
よ
う
で
す
が
、
そ
も
そ

も
「
何
の
た
め
に
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
の
か
」「
そ

の
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
お
客
様
に
ど
ん
な
価
値
が

提
供
で
き
る
の
か
」
と
い
う
考
え
が
な
い
ま
ま
デ

ー
タ
を
集
め
て
も
、
あ
ま
り
意
味
が
な
い
と
思
い

ま
す
。
こ
の
あ
た
り
を
冷
静
に
判
断
し
な
が
ら
、

慎
重
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「やみくもにデータを集め
ても意味がありません」

（横山氏）

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の

シ
ス
テ
ム
に
求
め
ら
れ
る

厳
し
い
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
要
件
に

い
ち
早
く
対
応

こ
こ
ま
で
、
貴
社
の
開
発
体
制
に
つ
い
て
お
聞

き
し
て
き
ま
し
た
。
シ
ス
テ
ム
の
運
用
は
ど
の
よ

う
な
体
制
で
行
わ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

丸
井
グ
ル
ー
プ
の
シ
ス
テ
ム
は
す
べ
て
、
埼

玉
県
戸
田
市
に
あ
る
当
社
運
営
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ

ー
で
運
用
し
て
い
ま
す
。
運
用
部
門
は
社
員
が
43

人
、
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
27
人
の
計

70
人
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
パ

ー
ト
ナ
ー
企
業
か
ら
来
て
い
た
だ
い
て
い
る
エ
ン

ジ
ニ
ア
は
、
当
社
の
シ
ス
テ
ム
運
用
に
長
年
携
わ

っ
て
い
る
方
々
を
中
心
と
し
た
体
制
で
す
。
そ
れ

に
、
様
々
な
部
門
か
ら
移
っ
て
き
た
社
員
が
加
わ
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「アシスト提案のデータ
ベース基盤で問題解決
できました」（小西氏）

り
、
開
発
と
同
じ
く
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
の
体
制
で

日
々
の
シ
ス
テ
ム
運
用
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

金
融
事
業
の
シ
ス
テ
ム
を
運
用
す
る
に
当
た
っ

て
は
、
と
て
も
厳
し
い
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
要
件
や
可
用

性
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
う
で
す
ね
。
た
だ
幸
い
に
も
、
当
社
は
業

界
に
先
駆
け
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
事
業
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
か
ら
、
P
C
I 

D
S
S
や

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
I
C
化
な
ど
へ
の
対
応
も

い
ち
早
く
行
い
、
他
社
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な

っ
て
き
ま
し
た
。
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
標
準
の

I
S
O
2
7
0
0
1
も
取
得
し
て
お
り
、
さ
ら
に

実
効
的
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
が
行
わ
れ
て
い
る

か
を
客
観
的
に
評
価
す
る
た
め
に
、
毎
年
外
部
の

審
査
機
関
の
審
査
を
受
け
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

実
際
に
不
備
を
指
摘
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
。
唯
一
あ
る
と
す
れ
ば
、
当
社
の
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
は
1
9
9
0
年
に
建
て
ら
れ
た
た

め
、
最
新
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
と
比
べ
る
と
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
設
備
な
ど
が
若
干
古
い
こ
と
ぐ
ら
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ

プ
す
べ
く
、
他
社
の
最
新
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
参

考
に
改
善
を
進
め
て
い
ま
す
。

I
T
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強

化
は
、
時
に
事
業
部
門
か
ら
の
反
発
を
招
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
丸
井
グ
ル
ー
プ
で
は
こ
の
あ
た
り

は
ど
の
よ
う
に
対
処
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

確
か
に
P
C
I 

D
S
S
対
応
を
行
っ
た
際
な

ど
に
は
、
各
事
業
会
社
と
の
調
整
に
は
苦
労
し
ま

し
た
。
し
か
し
先
ほ
ど
紹
介
し
た
「
職
変
」
に

よ
り
、
エ
ム
ア
ン
ド
シ
ー
シ
ス
テ
ム
と
各
事
業
会

社
と
の
間
で
人
の
入
れ
替
え
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
か
ら
、
互
い
の
立
場
を
理
解
し
た
上
で
密

接
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
事
業

部
門
側
の
理
解
を
取
り
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
「
職
変
」
の
効
果
で
す
。
こ
う
し
て

業
界
に
先
駆
け
て
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
進
め
て

い
っ
た
こ
と
は
、
社
外
の
関
係
者
の
方
々
に
も
評

価
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

将
来
的
に
は

金
融
事
業
向
け
シ
ス
テ
ム
の

ク
ラ
ウ
ド
移
行
も
視
野
に

貴
社
で
は
長
年
に
わ
た
り
、O

ra
c
le

 

D
a
ta
b
a
se

を
は
じ
め
様
々
な
I
T
製
品
を

ア
シ
ス
ト
か
ら
導
入
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

2
0
0
0
年
初
め
頃
、
汎
用
機
シ
ス
テ
ム
の
オ

ー
プ
ン
化
を
行
っ
た
際
にO

racle D
atabase

を
導
入
し
た
と
き
か
ら
、
ア
シ
ス
ト
と
の
付
き
合

い
が
始
ま
り
ま
し
た
。
当
初
は
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
メ

ー
カ
ー
が
間
に
入
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
後

2
0
1
1
年
頃
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム

の
リ
プ
レ
ー
ス
を
行
っ
た
あ
た
り
か
ら
、
ア
シ
ス

ト
と
直
接
お
付
き
合
い
す
る
機
会
が
増
え
て
き
ま

し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
を
始
め
た
後
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
事
業
が
急
速
に
成
長
し
て
シ
ス

テ
ム
の
性
能
が
追
い
付
か
な
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
際
、
ア
シ
ス
ト
に
は
性
能
劣
化
の
原
因

調
査
や
対
策
に
親
身
に
な
っ
て
協
力
し
て
い
た
だ

き
、
と
て
も
助
か
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
こ
と
も

あ
り
、
次
の
リ
プ
レ
ー
ス
で
は
ア
シ
ス
ト
に
ぜ
ひ

ご
提
案
い
た
だ
こ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
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事業内容

2
0
1
9
年
8
月
に
カ
ッ
ト
オ
ー
バ
ー
し
た
新
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
で
す
ね
。

は
い
。
そ
れ
ま
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
急
成
長
に

対
応
す
る
た
め
に
シ
ス
テ
ム
リ
ソ
ー
ス
の
増
強
や

チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
シ
ス
テ
ム
の
性
能
が
追
い
付
か
ず
に
様
々
な

弊
害
が
出
て
き
て
し
ま
い
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に

優
れ
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
へ
の
刷
新
が
急
務
で

し
た
。
そ
こ
で
他
社
製
品
と
比
較
検
討
の
上
で
ア

シ
ス
ト
に
ご
提
案
い
た
だ
い
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
基

盤
を
導
入
し
た
と
こ
ろ
、
無
事
問
題
を
解
決
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
ア
シ
ス
ト
が
さ
ら
に
貴
社
の
お
役
に
立
て

る
と
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
な
り
そ
う

で
す
か
。

ア
シ
ス
ト
の
提
案
の
お
か
げ
で
、
性
能
に
優
れ

た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
基
盤
を
構
築
で
き
ま
し
た
が
、

今
後
も
引
き
続
き
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
事
業
が
成

長
し
て
い
く
と
、
シ
ス
テ
ム
に
掛
か
る
負
荷
は
さ

ら
に
増
え
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
シ
ス

テ
ム
の
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
や
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
は

必
要
不
可
欠
な
の
で
、
旧
シ
ス
テ
ム
で
お
世
話
に

な
っ
た
時
と
同
様
、
ア
シ
ス
ト
に
サ
ポ
ー
ト
面
で

ご
支
援
い
た
だ
け
る
と
心
強
い
で
す
ね
。

ま
た
長
期
的
に
は
、
シ
ス
テ
ム
の
ク
ラ
ウ
ド
移

行
も
視
野
に
入
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
次
回
の
シ
ス
テ
ム
更
改
時
に
は

恐
ら
く
ク
ラ
ウ
ド
も
選
択
肢
の
一
つ
に
挙
が
っ
て

く
る
は
ず
な
の
で
、「
ク
ラ
ウ
ド
に
移
行
す
べ
き

な
の
か
ど
う
か
」「
ど
う
い
っ
た
シ
ス
テ
ム
が
ク

ラ
ウ
ド
に
移
行
で
き
る
の
か
」
と
い
っ
た
点
も
含

め
、
ぜ
ひ
ア
シ
ス
ト
の
知
見
を
お
借
り
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
I
T
活
用
や

デ
ー
タ
活
用
を
進
め
て
い
く
上
で
相
談
し
た
い
こ

と
は
多
々
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
率
直
に
意
見
交
換
で
き
る
関
係
性
を
持
続
し
て

い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
丸
井
グ
ル
ー
プ
と
し
て
こ
れ
か
ら

I
T
の
力
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
こ
う
と
さ

れ
て
い
る
の
か
、
今
後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

「
お
客
様
に
価
値
の
高
い
も
の
を
お
届
け
す
る

た
め
に
」
と
い
う
I
T
活
用
の
目
的
は
、
こ
れ
か

ら
も
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
そ
の
た
め

の
方
法
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
は
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
内
製
開
発
を
中
心
に
自
社
独
自
の
取
り
組
み
を

重
視
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
オ
ー
プ
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
に
他
社
と
広
く
連
携
す

る
方
法
も
視
野
に
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ア
シ
ス
ト
を
は
じ
め
、
様
々
な
パ
ー
ト
ナ

ー
と
知
恵
を
出
し
合
う
こ
と
で
幅
広
い
取
り
組
み

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
、
最
終
的
に
は
す
べ
て

の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
方
々
に
幸
せ
を
届
け
ら

れ
る
よ
う
な
I
T
の
在
り
方
を
模
索
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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■ データベース・マシン／Oracle Exadata Database Machine

■ リレーショナルDBMS／Oracle Database

■ 統合運用管理ツール／JP1

■ アクセス管理ツール ／ CA Privileged Identity Manager

■ 情報漏洩対策ソリューション／秘文

■ 各種プロダクト技術支援サービス

■ 各種教育研修サービス

現在、エムアンドシーシステム様でご利用いただいている製品、サービス

　エムアンドシーシステム様に取材に伺ったのは、2020年1月でした。その頃はまだ、新型コ
ロナウイルス感染症の影響で世の中が一変してしまうとは思ってもいませんでした。
　今回の取材にあたってはオフィスを何度も訪問し、現地でじっくりとコミュニケーションを
取りながら取材内容について相談させていただきました。その後、人と人との接触を避けるた
めに「ソーシャル・ディスタンス」が不可欠となり、自ずとオンライン会議が主流となるコミュ
ニケーション形態に様変わりしました。以前はほぼ一日中、お客様先で過ごしていた営業マ
ンやSEも、2020年8月現在、お客様と画面越しでしかやり取りできないという状況が続い
ています。
　ただし、それにも関わらずお客様が弊社員との面談などのコミュニケーションに時間を割
いていただけるのは、おそらく、これまでの長年に渡るやり取りの中で培われた信頼関係が
ベースにあるからだと思います。非常に有難いと同時に、各種制約がある中、今後もお客様
との信頼関係を維持できるのだろうかと少し不安も感じます。
　丸井グループ様においてITは、記事にもありましたが、事業の根幹を成すものと位置付け
られているそうです。データベース関連をはじめとするこれまでの一連のご支援を通じて、ア
シストもその一端を担わせていただいていることを誇りに思います。そして今後もお客様の信
頼や期待を裏切ってはいけないと肝に銘じています。
　また、丸井グループ様では、イノベーションが起こりやすい企業風土を醸成することを目的
に、職種変更を頻繁に実施されています。ITを専門とするエムアンドシーシステム様でも、売
り場から異動してこられた方が半数以上を占めているそうで、逆にエムアンドシーシステム様
から売り場に戻るケースもあります。こうした取り組みに、グループ全体でDXを推進していこ
うという意気込みをひしひしと感じます。アシストもそのDX推進のための共創パートナーの
一つとして、丸井様に寄り添っていきたいと存じます。
　新型コロナによって世の中にはニューノーマルが生まれ、もはや以前のような世界には戻ら
ないだろうと言われています。ただし、これまでもこれからも変えてはいけないもの、それはお
客様の期待や信頼を裏切らないことと、お客様のその先にある状況を見据えた対応をするこ
とだと確信しています。




